
  

 

 私立高校合格おめでとう！ 来る県公立高校入試 ！ 

１月２２日、２３日を中心日とした私立高校入試の合格の報告が次々と入り、安堵しております。先週末、一足先に春

が訪れた私立高校に進路が決まった生徒たちに集まってもらい「合格おめでとう」を伝えました。保護者様には私立高

校の個別相談、中学校の三者面談等にご協力いただき心より感謝申し上げます。 

去る２月７日には、郵送した願書が各県公立高校に無事受理されました。今月２１日は学力検査を、２２日は面接・実

技（一部の学校）が行われます。２月に入ってから入試対策モードの授業が増える中、進路決定した生徒たちは仲間を

思い、落ち着いて授業を受けています。全員が春を迎える日まで。 

＜これから受検する生徒たちへ「３つの K」＞ 

１ 健康管理（睡眠・食事・手洗い・人込み避ける・就寝起床時刻はくずさない） 

２ 計画と実行（何を優先してやるか・いつどのようにやるか・集中力が大事） 

３ 気を強くもとう（もし不安だったら、足元をみつめて小さなことを改善してみて） 

＜進路関係のお知らせ＞  

〇 県公立志願者へ受検する高校の募集要項※ を配布     2/ 8(木)、３組は 2/9（金） 

〇 県公立高校志願状況（2/8現在）を教室に掲示        2/ 9(金) 

〇 進路通信№８「志願先変更 2/14・15について」配布    2/ 9(金) 

〇 県公立高校事前指導① 学力検査、面接・実技当日について   2/16(金)⑥学活にて 

〇 県公立高校学力検査、面接・実技           2/21(水),22(木)  

〇 県公立高校事前指導② 入学許可者発表日について           2/29(木)合同帰りの会 

〇 県公立高校入学許可者発表 3/1(金) WEB 9 時 高校掲示 10時（許可者は書類受け取り後中学校へ） 

〇 県公立受検者に得点の開示 3/14(木)～21(木)中学校では 3/18(月)９時～10 時の予定   

※一部の高校は、本校宛に来ていません。説明会等で各自入手しているものを参考にしてください。                                              

＜卒業プロジェクト～みんな輝いて卒業！＞ ☆彡 ☆彡 ☆彡 ☆彡 ☆彡 

 ３月に入ると、３年生は特別日課となります（3/4～3/14）。３年生だけ午前授業で給食、清掃の後下校します。3/15

の卒業式までの最後の学校生活を創り上げる「卒業プロジェクト」を立ち上げました。９日の学級活動では、プロジェクト

の組織を進路決定者が率先して担ってくれました。吹上北中学校を輝いて巣立とう！ 

 プロジェクトチーム 担当の先生 担当の生徒     仕 事 内 容 

A 卒業式 吉田・松下・後藤   学級委員８人 卒業式練習の計画・推進 

B 三送会 神田・後藤 ２名×４学級 生徒演技・教員出し物（スライド） 

C メッセージ 篠﨑  ２名×４学級 在校生へ掲示・保護者・先生への手紙 

D 奉仕作業・教室整備 中村 美化委員８人 計画・備品準備・片付け・ゴミ処理 

E ダンス発表・球技大会 吉野・後藤 体育委員８人 発表会・大会の企画・運営 

F 進路学習 松下・吉田 進路係 ８人 講演会等の運営・キャリアパスポート 

G 学年集会 3月 14日②③ 松下 学級委員８人 学年のお別れ会の企画・推進 

F 合唱 中村 合唱実行委員８人 三送会 3/8・卒業式 3/15の練習を推進 

G クラス会  担任 クラス裁量の人数 3/14④の学級お別れ会の企画と運営 
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＜チョコ読み＞短いけど気になる新聞記事を読んでもらい、感想を寄せてもらいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜記事を読んだ感想＞ 

〇 水口さんの、「家族が心配だから、自分一人だけ離れるのは申し訳ない」が家族思いでいい人だなと思

いました。（斎藤 奏志さん） 

〇  大切な受験に時期に、新たな決断をしなければならない輪島市の中学生からとても勇気を、今の自分の幸福さを 

感じました。（吉沼 優介さん） 

〇 中学生の一番大事な時期に襲う地震は、残酷だと思った。もしかしたらここにも大きな地震が来るかも 

しれないので、防災セットは大切だと思った。（岩田 悠希さん） 

〇  自分がもし集団避難を強いられたら、たった 2日では決断できないと思いました。2か月の間に被災地が 

少しでも復旧することを祈ろうと思います。（小野 一花さん） 

〇  私たちは学校に行くのが当たり前だけど、被災地にいる中学生は“当たり前”ではなくなってている。自然災害 

はいつ起こるかわからない。中学 3年生にとって受験真っただ中なのに、家族のことを一番に考えている水 

口さんに、尊敬の念を強く抱いた。（白川 愛華さん） 

 〇 地震によってこんなに環境が変わってしまって、普段の生活がすごく特別なのだと感じました。また、大変な状況だ 

けど避難するかどうかの考えを自分でもっていて、同じ 15歳だけどすごいなと思いました。（竹内 萌恵さん） 

 〇 家族が危険かもしれないという状況になったことがないので、分からないし、地震がどれだけ怖いかもこの身で感 

じたこともないけど、今、友達と別れてそのまま卒業するということになったら、別れる決断を迫られることは自分には 

想像できないくらい悲しくて寂しいものだと思った。（高野 朱里さん） 

 〇 僕たちと同じ年の人たちも被災しているのだと感じました。僕たちもどうなるか分からないので、何事も全力で取り 

組もうと思います。（茂利 伸之さん） 

 

  ＜受検票の管理について＞ 

  

またサッカーやろうな（朝日新聞 2024 年１月１７日（水）の記事から） 

 石川県輪島市の中学３年の石口遥斗さんと新本蒼空さんは近くの駐車場でサッカーを。雪が舞う中、多くの家屋が倒壊

する被災地に、ボールを蹴る音だけが響いていた。水口さんは野球部、新本さんはサッカー部。同級生が集まるサッカー

をきっかけに仲良くなった。 

（１月）１日、２人の生活は一変した。能登半島を襲った激しい揺れ。水口さんは自宅に、新本さんは親戚の家にいた。

２人の自宅は、倒壊こそ免れたが傾く。などした。いまは水口さんも新本さんも近くの親戚の家に身を寄せる。中学校は

避難所になり、学校生活どころではなくなった。（輪島）市は（１月）１１日、「学びの機会を確保したい」と中学生の

集団避難を検討すると発表した。決断までに与えられた時間は２日間。（以下略） 

多くの同級生が集団避難を選んだが、水口さんは輪島市に残る。「まだ地震があるし、家族が心配。自分一人が離れる

のは申し訳ないと思った」新本さんは集団避難を決めた。「学校は再開しないし、ここでは勉強に集中できない。避難す

る部活のみんなとも久しぶりに会いたい」2 人は「また会えたら一緒にサッカーがしたい」（以下略）別れを惜しむよう

に、2 人はボールを蹴り続けていた。（以下略）（1 月）17 日、輪島市の中学生 401 人のうち約 250 人が、同県白山

市に集団避難する。市は、期間は最大 2 か月を見込む。 

 

県公立高校志願者は、自宅に届いた受検票の「受検番号」を、「県公立受検番号報告書」（ピンク紙）で担任

に報告してください。１４（水）までに受検票が届いていない場合は、１５（木）に中学校から志願先の高校に

至急連絡することになっています。ご家庭でも注意して郵便受け等をご確認願います。 

受検票は、２月２１日(水)学力検査および 22 日(木)面接・実技検査、３月１日(金)の入学許可者書類受け取

り、３月１４日以降の学力検査点数開示まで必要です。紛失、破損しないよう本人が管理してください 


